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〇報 告 事 項 

 

１．令和６年度防衛省補助事業について 

 

〇そ の 他 

 

 

 



整理番号
対象事業費

(全体事業費)
補助金予定額 補助率 担当課

43,446

(44,239)

2,695

(2,695)

2,834

(4,077)

48,975

(51,011)

整理番号
対象事業費

(全体事業費)
補助金予定額 補助率 担当課

36,856

(36,856)

305,481

(386,100)

342,337

(422,956)

整理番号 対象事業費 交付金予定額 充当率 担当課

6 10,000 8,000 80% 土木課

7 61,000 49,000 80% 土木課

8 54,200 43,200 80% 土木課

9 3,900 3,200 82% 土木課

129,100 103,400

整理番号 対象事業費 交付金予定額 充当率 担当課

10 57,700 46,191 80% 土木課

11 3,000 2,400 80% 土木課

12 35,000 28,000 80% 土木課

95,700 76,591

616,112

698,767

令和6年度 防衛省補助事業について（当初予算ベース）

再編関連訓練移転等交付金（再編交付金）
　駐留米軍の再編（基地の移転や訓練移転）により新たに負担増となる地域に対する交付金
　公共施設の整備や産業振興事業に活用できる。

騒音防止事業の助成（３条助成）
　航空機などの騒音による障害を防止・軽減するための、防音工事に対する補助金
　市町村等が実施する小・中学校、保育園等の防音工事に活用できる。

事　　業　　内　　容

1 庄小学校特別教室等空調改修事業（工事） 28,239 65% 教育庶務課

2 南郷小学校特別教室等空調改修事業（設計）

市道側溝改良事業
（湖北地区・金明地区・橋立地区）

塩浜町地内広場整備事業
（塩浜町地内）

小　　計

事　　業　　内　　容

1,751 65% 教育庶務課

小　　計 31,831

3 錦城中学校特別教室等空調改修事業（設計） 1,841 65% 教育庶務課

民生安定施設の助成（８条助成）
　防衛施設があることによる周辺住民の暮らしへの障害を和らげるための、生活環境施設の整備事業に対する補助金
　公園、道路、公民館等の整備事業に活用できる。

事　　業　　内　　容

5 消防施設整備事業（高機能消防指令センター）（6,7国債) 138,193 45% 消防総務課

4 防災行政無線文字表示付戸別受信機整備事業（5,6国債） 27,641 75% 危機対策課

特定防衛施設周辺整備調整交付金（９条交付金）
　防衛施設があることで周辺地域の生活環境や地域開発に影響がある、防衛施設の所在地及び周辺市町村に対する交付金
　公共施設の整備に活用できる。

小　　計 165,834

61%

事　　業　　内　　容

緑道（避難路）整備事業
（伊切町地内）
市道A第401号線アスファルト舗装工事
（高尾町～山田町地内）

市道C第55号線アスファルト舗装事業
（片山津温泉～宮地町地内）

小　　計

合　　計 377,656

中央公園遊具整備事業（トイレ建替）

市道Ｃ第１４２号線道路改良工事
（分校町～箱宮町地内）
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令和４年１２月

近畿中部防衛局

第一種区域見直しに係る騒音度調査の実施及び

告示後住宅の防音工事の先行実施について

〇 小松飛行場周辺の第一種区域については、昭和５９年１２月

に最終指定告示がなされておりますが、相当な年数を経過して

いるため、告示時点と比べて騒音状況が変化していることから、

令和５年度から騒音度調査に着手し、騒音度調査終了後、所要

の手続きを経て第一種区域を見直すこととしました。

その上で、これに併せた施策として、現行の８５ＷＥＣＰＮ

Ｌ以上の区域内に所在する告示後住宅について、防音工事の希

望届の受付を開始する考えです。

なお、希望届の受付については、騒音度調査に着手後、一定

の周知期間を経て、建築年月日が古い住宅から段階的に開始す

ることを考えております。

騒音度調査の実施時期及び希望届の受付開始の時期等につい

ては、改めてお知らせすることとしており、地元の皆様に対し、

丁寧かつ適切に説明してまいります。

今後のスケジュールについては改めて説明させていただきま

すが、現時点で以下のとおり考えております。

令和５年 １月～ ６月：当局ＨＰ等でのお知らせ

令和５年 ７月～ ９月：騒音度調査①に係る入札公告及び契約

令和５年１０月～ ：騒音度調査①の着手

令和６年 １月～ ：告示後住宅の希望届受付

令和６年度 ：騒音度調査②及び告示後住宅の防音工事実施

※騒音度調査終了後第一種区域の見直し

以 上

1970
スタンプ



令和５年１２月１３日 

近 畿 中 部 防 衛 局 

防 音 対 策 課 

 

 

令和５年度小松飛行場周辺の騒音度調査について 

 

小松飛行場周辺の第一種区域等については、昭和５９年１２月の最終

告示から相当な年数が経過しており、告示時点と比べて騒音状況が変化

していることから、令和５年度から騒音度調査に着手し、Ｆ－３５Ａの

１個目飛行隊の配備による影響も勘案して、３年間の騒音度調査を行

い、令和８年度に第一種区域等の見直しを行う考えです。 

今般、同飛行場周辺において、委託業者による騒音測定を実施するこ

ととしましたのでお知らせします。 


